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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　緒　　　　言
　　　　　　　(1)著者は第一報　で種々な条件で蝦焼.した蛇紋岩を硫酸溶液にて処理しＭｇＯ接出率を求めた実験
結果に就いて報告したが本報では前報に於ける最適の分解条件を適用して煩焼蛇紋岩中の活性
Ｍｇ２Ｓｉ０４を硫酸にて分解後可溶性珪酸分を溶出し之をｇｅｌ化して珪酸ゲル中のMgSO4分を抽出
すると共に純度良い珪酸ダルを製造せんとすろ目的の下に研究を行って来たものてうる．従来粘土
を始め含水珪酸塩は蝦焼後酸処理すると瑕焼物中の化合珪酸分か分解遊離するため反応物全体が一
様にｇｅ１化しその中に介在している塩類の抽出が困難視されていた．叙焼蛇紋岩についても同様な
状態を呈する紅め朕焼物の酸処理は分解率も良くＭｇＯ分の溶出が良好で恋るに拘らず，之が研究
が顧みヽられす，むしろ未加熱蛇紋岩を処理する事が研究対象になっている現状である．本研究の主
限は之の反応生成.物から収率良く電解質特にＭｇＳ０４分を抽出し同時に後に残った珪酸ダル分は純
度良く精製を行い製品とするにを)る．例えば現今水硝子と無敗酸よりSilica gel をのみ採取する事
が計られナトリウム塩の回収については考慮がなされていない．以上の点に鑑み今回は蝦焼蛇紋岩
を硫酸処理した後の可溶性珪酸のjellyｲﾋ及び一定条件下に於けるSilica gel 並びに未反応残漬
中の硫酸根の回収率を求めた．得られた結果に就いては定性的な範囲を脱しないが幾分の知見が得
られた事と考えられる．なお反応液中に於ける未反応残澄の挙動や珪酸ダル中の脱鉄に就いては鉄
分の徹底的な除去方法を考察すると共にその機構を調べた.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)　　　　　　　　　　　　　●珪酸ダル製造に関しては従来多数の特許，研究報告 があるが何れも水硝子と無機酸とより製造
　　　　　　　　　　(3)する所謂Patricks,法に依るものが大部分で珪酸塩特に含水珪酸アノペユウム系の粘土よりするも
のも試みヽられているが(もっとも著者の方法とは本質的に異なるものである)蛇紋岩，滑石等より
Silica gel を製造する目的を以って研究した例は内外共に報告されていない様でき)る．蛇紋岩，滑
石等何れも周知の如く洽水珪酸－グネシウム塩にて酸処理に依り当然珪酸ダルの生成が起る事は考
えられ寧ろ粘土等より分解も容易で得られた生成珪酸ゲノ・量も多大で精製，製造工程も簡単であ
る．なお蝦焼蛇紋岩を酸処理して得られた珪酸ゾル並びに珪酸ゲルの基礎的性質については特に物
理化学的な面から水硝子よりするIものと比較して研究する事も必要と思われるが之については更め
て報告したい．
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　　　　Ｉ　実　　験　　資　　料
　　１．試料の瑕焼蛇紋岩に就いて
　　　　　　　(4)前轍第１図 の加熱曲衿に従づて加熱した蝦焼蛇紋岩中の主成分である含水珪酸-・グネシウムは
下記の如く反応が生起する.
　　　　　　　　　　　　　　　760'ヽ●810０Ｃ
2;?iMgO･2SiCO2･ 2H2O〕→3Mg2SiO4十SiO2十Ｈ２０
　　　Camarphous) (amorphous)
(1)
760°～810°Ｃに加熱して得られyと上式(1)に於けるMg2SiO4は原石の加熱分解直後のもので非晶質
をなし極めて活性に富むもので本実験資料として使用したものは原鉱を１～２吋大に破砕し之を前
　　　　　(4)　　　　　　　　　　　　　　･'　一記蝦焼条件に従って琳蝸炉中で加熱し900°Ｃに達せしめると同時に炉より放出急冷し粉砕後80吋
meshに飾分けしたものでき)る．此つ瑕焼蛇紋岩は極めて吸湿性が強く，構造は水の脱出した箇
所にholeが出来丁度zeoliteの如き様相を呈しイオン交換をやる性質のと)る事は特筆すべき事で，
之が応用面に就いても今後研究の余地が５ると思う．なお叉今回の研究の対象となっている珪酸ゼ
リーの収量を左右したり現今問題視されでいる如く，暇焼蛇紋岩を肥料として使用するに際して有
効成分として働ぐ可溶性珪喰'は前記(1)式のMg2SiO4,及びFe2SiO4 (原石中の鉄分は大体７
～８％前後き)り之が瑕焼されると一部Fayaliteとなって来る事も考えられる)の化合珪酸分である
〔ＳｉＯＪ４'が重要な役割をなすもので(1)式に於ける遊離のamorphous SiO2 は何れの場合でも酸
との反応性を有せす不溶解残澄として残るものでE5る．割合から云うと之のSiO2は可成の量に達
するので之を化合珪酸，例えぼＮａsＳｉ０３，Ｃａ２Ｓｉ０４，Ｍｇ２Ｓｉ０４等Ｃ形に変えて之のSiO2分を有
効に使用する事が望ましく又，之はamorphousの状態でき)るので前述のＮａ珪酸塩，Ｃａ珪酸塩，
Ｍｇ珪酸塩に変んする黍は比較的容易と超え･られる．以上の事項についても今後研究を続行し逐次
報告し穴:い考えである．
　　２．試料硫酸に就いて
　蝦焼蛇紋岩の酸処理については純硫酸と廃硫酸の２種類を使用した．廃硫酸は工業的に問題とな
るもので食塩電解に際して生成せられる塩素ガスの脱水用に使用したもので比重1.5を有しＣＩ２分
を若干含有する．
　　　　　　　　　　　　　　実‘験な　ら　びに考察
　　１．蝦焼蛇紋岩の硫酸処理と溶出珪酸について．　　　　尚　　　　　　　　　　　　　　二
　試料の蝦焼蛇紋岩は120吋ｙツシュに郎分けしたものを30gr精秤してビーカー内に採取し，之に
市販純硫酸並びに廃硫酸を約６規定に稀釈したものを夫々9 0 ml宛注入しwater-bath上で攬拝
(120r.p･ｍ)しながら加湿して行く,と60°～70°Ｃで分解反応が起り始め94°Ｃに達すると共に自己
.反応熱を得て更に温度上昇を来たし100°Ｃ乃至105°Ｃ迄に達し激烈な反応が行われ約３分乃至５分
間続行する,．その後は自己反応熱を失い次第に湿慶が低下するので之を以っ゛て一応主反応は終了す
ると見てよい．瑕焼蛇紋岩の主成分でき)がMg2SiO4の硫酸に依る分解は次式に従って起る.
　　Mg2SiO4十Ｈ２Ｓ０４-゛:MgS04十Ｈ４ＳｉＯかＨ・Ｓｉ０４堕胞ｍ合→:Si-solftl翌|→Si-jelly'
上式で遊離した低分子の珪酸は硫酸塩溶液中に分散した状態となり，その後加熱が続行され.ると反
応温慶は95°C前後にと)るから冷却せざる限り，急速に低分子珪酸7)脱水重合が進行しjellyｲﾋを起
すに前記実験条件で硫酸反応7)時数女異にする３例について実験を行い珪酸八レの状態並びにsol
中7:)ＰＨを測定しﾌﾞこ．なお廃硫酸を使用したものに就いては純硫酸の場合と比較して検討を行っ
た．以下硫酸反応物の処理過程を略述するjと次の如くである．
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　　　　　　　　　　Fig. 1　The products obtained by the process of reacting
反応後の溶液はFig. 1に示す如くPHI～２附近の範囲ではSi･ｓol溶液中に未反応の駁焼蛇紋
岩粒子を始め金属塩を含有している．此の状態で.反応を更に進めるため加湿してＰＨを７以上に上
げると此の可溶性珪酸が速かに重合すると共に金属の水酸化物が沈澱し始め珪酸ダルの(－)荷電と
水酸化物の(十)荷電が中和して完全な沈澱粒子となろため，反応溶液はＰＨの酸性領域で未反応物
並びに未溶解粒子と溶液を徹底均に分離するとSilica-solの透明溶液が得られる..何れにしても可
溶性珪酸は暇焼蛇紋岩中のMgaSiOiの成分をなす化合珪酸分でき)つて溶出した珪酸の皐は瑕焼蛇
紋岩中のMg2SiO4分7)量並びに分解用に使用した硫酸の濃度及び量，反応後の溶液のＰＨに支配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5)されていると思われる．之の珪酸の性質については Mgllorにも特種のものであると次の如く記
眠されている．(此処で出来た珪酸は原石をそのま卜一酸処理して溶出した珪酸について記載したも
のであろう.)゛
　　It d02S not galatinize liks metasilicic acid, a polymer of leucite acid is obtained
　from serpentine, antigorite.
　別紙試験結果一覧表を記載するが之は試料30 gr (200117]ツッシュに粉砕せる蛇紋岩を900°Ｃにな
る迄３時間蝦焼)採取し, 6N-H2SO4の120 ml又は90 ml を以って３分間反応後抽出した珪酸量
並びにＭｇＯ量を求めたものである．　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　・＼
　　２．珪酸ダルに就いて　　　　　　　　　　　　　　　　・
　前述で得られた可溶性珪酸分7)重合を促進さすため米反応粒子と分離した透明珪酸ノルをiどーカ
ーに採りwater-bath上で100°Ｃにて30分乃至１時間加湿すると全体が透明な羊奥様に重合してgel
化する．加湿しなくても此の珪酸ノル濃慶(即ち水分,70 mol に対してSiO2分1 mol の割合)では
１日乃至２日放置すると完全にふ勺レ化する．此の際珪酸中に主として存在するＭｇＳ０４分が電荷の
中和と脱水作用を同時に行うものと解せられろ．即ち，ノルのダル化に伴いノル中の水分を採り
ＭｇＳ０４･７Ｈ２０の結晶でダル中に成長して来る．又此のゲル化前のダル溶液は水硝子と酸の.反応に
より生成したソル溶液と異なりＦｅ８゛，A13゛,Ｃｒ3゛j等の多価のイオンを含有しているためダル化の速
度は増大する．工業的には此のダル中の電解質即ち大部分のMgS04分を始めFeS04, Fe2(SO4)3,
Al2fSOi)3, Cr8(SO4)3> NiSOd分を出来るだけ抽出除去す･る事が大切でj極力電解質分を抽出し
て精製し，珪酸ゲルの主製品を得る事が目的でき)るから，電解質分剖散底的除去は後処理に於ける
不純物除去操作を簡単にすると共に, MgS04分7)収量を大にする目的に沿う事になる．有利な電
解質抽出操作の条件を求めるため次の如き実験を行い抽出量並びに抽出条件に検討を加えて見た．
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　　3. ＳＯ４２‾の定量に依る珪酸ゲル並びに残澄中のＳ０４２-の回収状況
　珪酸ゲル並びに未反応残座中のS042-の抽出率を夫々別々に求めた．即ち珪酸ゲル（夫々62 m1
の珪酸ノル溶液を同形容器に採り，ダル化してゲルの形状を一定にした後）は破砕する事なく，抽
出時間，温度其他の条件を厳密に一定に保ち150 m1 の蒸溜水にて抽出後ＳＯｊ-の定量を常法に従
って行った結果は,珪酸ゲルについてはTable l， Fig. 2,残旅の場合はTable 2, Fig. 3の如くで
ある．試料と硫酸との,反応時数の迎いに依るＳＯｊ’抽出量には左程変化はないが，硫酸に依る反
Reacting
２．５min
５．０min
10.0 min
15.4285
　2.6545
14.9357
2.1428
-
12.6038
1.9138
lal　j-
％
-
62.94
10.81
-
60.94
8.78
-
51.39
7.80
Extraction
　time-
24h 30m
　104h
-
24h 35m
　104h
-
24ｈ 35ｍ
　104h
(Ｈ２Ｓ０４)
-
11.259
2.9902
11.0918
　3.5137
10.3467
　2.9324
％
-
59.44
15.10
56.00
17.73
-
52.22、
14.78
備考　Normal H2SO4 (6.6N)中の反応に使用せる全硫酸量（ｇｒ）
Waste Hl-SOa (6.3N) グ ク
Extraction
　time一一
　45h
　lG5h
　45h　，
　165h
-
　45h
　lら5h
-
24.5932
19.8921
Repeating of
　extraction
first extraction
second extraction
仁
一
に:
first extraction
second extraction
first extraction
second extraction
Table 1. The determinated values of Ｓ０４２゛extracted from formed silica gel
　on treating calcined serpentine by sulphuric acid
応の時数が大になれば抽出量は幾分低
下する．純硫酸処理に比し廃硫酸処理
のものは抽出に要する時間数が大に拘
らず第１回抽出に於て抽出量が少い結
果を得たのはS042’は拡散速度の大
鳶ろCI-の存在に依り拡散速度を減
　　　　　　　　　　（6）少するためであろうか．又第２回目
の抽出に於て抽出に要すろ時間数を考
慮に入れても大体同一量の抽出量を得
ているのはCI‾の影響のかいためと判
断されるが、抽出時間数が同一でない
ため一概に判断を下すわけに行かな
い．珪酸ゲルと残座中の　S04--即ち
反応生成物全体に於けるＳ０４２-の回
収率はTabl､e3に記餓した如く.反応
時数約５分で廃硫酸を使用した場合が
最も良い結果を与えている．今回の抽
出実験の目的は珪酸ゲル中の　Ｓ０４２-
の抽出に要する時間と抽出量との関係
を求め大体どれ位の時間でどの位の量
迄抽出が行われるかを求めたもので今
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Fig. 2　The relations between the reacted
　times and the determinated values of Ｓ０４２－
　extracted from formed silica jelly･
後厳密な条件の下に此の関係を究明する必要が115る.
　､4.珪酸ゲル中のMgSOi分7)挙動
　.電解質特にＭｇＳＯ４分を含有した状態で珪酸ダルを乾燥濃縮して行くとダル中の毛細管より
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Table　3
MｇＳ０４液が表面に浸出し，之が
乾燥せられ表面に塩を吹いた様な
状態にＭｇＳ０４･7H2Oが結晶化し
て来る．廻に内部のＭｇＳ０４溶液
が表面に出ない内に乾燥が行われ
るとダルの内部に於てＭｇＳ０４・
7H2Oの結晶の析出を見，珪酸ダ
ルの破砕が起るため製品として塊
状ダルを得ぞうとすれば前処理に
於て珪酸ソル中のMgSOi･7拓Ｏ
分を徹底的に除去する事を必要と
する．（現在生成したｓol溶液の冷
凍に依ってMgSOi･7H2O分の除
去を考慮中である）　　　　　．
　　Ｌ珪酸ゲルの脱鉄に就いて
　現今製造されているような水硝
子と鉱酸との反応より出来る珪酸
ダルは雑爽塩としてはＮａ塩以外
は鉄分其他重金属塩を含有しない
ため此のゲル中の脱鉄については
問題とならないが，本珪酸ゲルの
場合は前述の如き重金属塩を含有
すると共に製品珪酸ダルの品質に
関係のある鉄分が相当を)り之の除
去が最も問題となる．珪酸ダルの
脱鉄量については定量的な結果を
得ていないが，以下脱鉄方法並び
にその機構にりい七説明を試み，
若干の考察を加えて見たい．実験にはlcm3の大きさに破砕した或程度の固結状態を示しだ珪酸ダ
ルを使用した．之はSiO2 1 mol に対し水70molの割合を有する．此の珪酸ゲル中の鉄分は大部分
Ｆｅ゛として二部分Ｆｅ３ｙとして含有せられ，原鉱中のmagnesium silicate に於てＭｇ゛と７一部
６
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置換して存在するＦｅ２゛が瑕焼後FeSiO4の形態にEbりとすれぼ硫酸反応に際し珪酸が可溶性とな
ると共にFeSOdとしで溶出し可成の量に達すろ．此の場合の珪酸ゼリーの構成はcrystobaliteの
種CFig. 4のGj））を核としその周囲を流動性を失った水分が之を包含して出来ている（､Fig. 4の
（ii））、重合珪酸は濃厚な箇所と稀薄な箇所で丁度綱目様（この綱はFig. 5の如く到こコロイド珪酸
の集合から出来ている珪酸ゼリー全体の中に鉄分はFig. 5に示す如く大部分Ｆｅ２゛（もっともＦｅ２ヤ
とは云え一部Ｆｅ３゛を含み全体として青色を呈,している）として捕捉されているものと解せられる
二HO
Ci）
／
~ 一 一 一 ・ ・ 一 － －
○´
-.d Millimicrons -
　　　　average　ofｎ
― Si atoms across -
j　　diameter‘
Particleof colloidal
silica,according 10 Carman
(Biitschli, van Bemmelen, .
Quincke等は珪酸ゼリーの構
造としてhoneycomb theory ・
を主張している)此のjelly中
のＦｅ２゛は珪酸と極めて親和
力強く，一部は吸着状態に結‘
合し一部は化合状態にあると
思われる．之の点の究明につ　(E)
いてはイオン半径，イオンボ
テンシ･ヤノレ，水和現象，エネ
ルギー関係について界面化学
的に基礎的な研究を要する興
味必る問題でき)ろう．此の様
に珪酸のゼリーを構成するｍ
合珪酸の綱目中にかかった
Ｆｅ２ｔは，長時間水洗並びに
Pａrﾋicle of colloidal silica
Fｅ(ＯＨ)3 or Fe2O3･ nH2 0
???
(ii) Two-dimensional representation
　　　of a silica jelly
Fig. 4　Equilibrium of monomeric silica with ａ particle of colloidal silica
(E)
insolubleく3 representation of silicajellies
Fig. 5　Process of deironed statein silicajelly
酸抽出を試みても之の徹底的な除去は非常に困難である．之は恐らく酸性ノ･ジュムの状態でダル中
にＦｅ２.゛が存在すればＦｅ２゛の脱去も容易でき)ろうが酸性が減少するに伴い加水分解を受けＦｅＯ･
Ｆｅ２０３･nH20又はFe2O3ヽnH20が珪酸ダルの綱にひっ力いりダル領域よりの脱出が困難になると
思われる．之のＦｅ２゛分の除去のため次の如Iき操作を試みヽ，可成の成功を収めた．水で連続的に珪
酸ゼリー'を洗滞するに際し，洗滞水に空気酸化の効果を持たしめるとＦｅ２゛はＦｅ３゛に酸化を受け
(恐ら.くFe(0H)2-ﾀﾞFesOi･拓Ｏ･(青藍色y→Fe2O3･H2Oの変化過程を辿るであろう．)珪酸ぜ
り一中の水溶液のＰＭも７附近に上･りゼリー中に介在していたAI”，Ｃｒ町，Ni2゛等の硫酸塩は全
て加水分解を受け水酸化物に変る･ silica jelly の内部に頑強に吸着化合していたＦｅ２゛は酸性ノ
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一一
７
ジュウム中でＦｅ３゛に酸化されるならぼ(之の点が大切で前述の如くFe(OH)2が１部酸化され
てＦｅ３０４になると結晶は増大す弓傾向にあるので全部Ｆｅ３゛の形に酸化する事が必要になる)珪
酸ゲルの周辺は(－)に･chargeされた部分が密なためＦｅ３゛はＦｅ２゛より荷電量が多く，又，イオ
ンポテンジヤノレも大七色)‘るからｇｅｌの外橡に引き寄せられる事も考えられる．又，珪酸ゼリー中の
珪酸分と水分のｍｏ１比も問題き)り･と思われる．　即ち珪酸に対して水の比率が大で珪酸重合体の綱
゛目がゆるい場合はＦｅ３t,に限らすＦｅ２゛も比較的ゲルから脱却し易かろうが，水の比率が小ざくな
り本報告の如き状態の場合はノ丁度Ｆｅ２゛は吸着残留するがＦｅ３゛になると脱却し易い状態にある
と思われ,廻に水の比率が小さﾌくなり,硝子様に珪酸ゲルが引き締って来れぼＦｅ２゛もＦｅ３゛も共に
脱脚が著しく困難になろう．此7)場合(Si02 1 mol に対しＨ２０７０ｍｏｌ)Ｆｅ８゛が珪酸ダルの外橡に移
動して来る．之の点の究明については，充分明らかでないがＦｅ８゛はＦｅ３’.ｎＨ２０叉はFe2O3. nH2O
の形で水加の程度が大きい為珪酸ゲルの綱目を脱却し易くなるでき)ろうか．又Ｆｅ３゛はＦｅ２゛に
比しイオン半径も小さく，珪酸と親和性を帯びていない事も理由の一つと考えられる．例えば，天
然の珪酸塩中には鉄分は殆んどＦｅごとし珪酸鉄の状態で強固に結合して存在するが，之が風化し
空気酸化を受けるとか，高這処理を受けると珪酸と遊離して珪酸塩の周辺に浸出して来る事と軌を
一つにするものでき)ろう．同時に珪酸ゲル中の加水分解を受けて生じたアノレミニウム，クローム，
ニックノレの水酸化物は如何なる挙動をするで色)ろうか．之等については研究上興味あり，・珪酸，
水酸化アノレミ，水酸化クローム等の共沈現象と見傲す事が出来ようが，此の共沈現象についてはＸ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6)綜的研究並びに水酸化物の表面積を測定した研究 がと)るので之等と比較検討して研究を進める事
も今後残された問題となろう．斯様に珪酸ゲルの外橡に選明性を帯びた赤褐色の羊葵様に水酸化第
二鉄を移動せしめておいて之を２規定程度め純硫酸で処理すると容易にＦｅ分は溶解除去せられて
ダル中に殆んど残留しなくなる．之のゲルを濃縮して水洗後乾燥収縮さすと市販品程度のものが得
られる. Table 4，Fig. 6に試料と硫酸との反応時数と生成した珪酸ゲルのI量を記載したが反応時
Reacting
　time
acid
　２．５min
　５．０min
１０.0 min
　　Normal
H2SO.i(G.6N)
2｡4258 g「
2.5171 g「
　　Waste
H2SO.i(6.3N)
2.5284 g「
2.6984 g「
2.6850 gr
Table ４　The relations between the
　reacted time and the　weight of
　obtained silica gel.
（?）??
??????????
3.0　　　　　／ Waste Ｈ?Ｓ０４(6.3N)
　χ
，　　　　　　　　　　
‘･●
　パ
2.0
1.0
５ 10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→Reactingtimes (minutes)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig.G　The relations between the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reactedime and the weight of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　obtainedsilicagel.
数は５分，硫酸はC1-を含有する廃硫酸を使用したものが最大の収量を得る結果が出ている．
　　　６．反応後の残流について
　化合珪酸及び其他の電解質を抽出後の残流はFig. 7に図示した如く大部分未反応の無定形珪酸
-・ゲネシウムから成り非晶質にして硫酸処理を受けﾌﾞこ為固体表面が侵蝕せられ内部に幾分のFesOi,
Fe2O3, CrzOa等が残留していた．溶液のＰＨ１～２で.反応が完了するので反応溶液中の遊離硫酸
がこの反応残直中に可成深部迄浸透している．なぷヽ粒子の近辺は> Fig. 7に示される如く比較的
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　'-　・　　　　　　　　　　㎜㎜
concentrated S山ca gej layer
thinner layei 0f silica gel
　　　Fig.７　The state of obtained residues on treating
　　　　calcinedserpentine by sulphuric acid.
澄の分離を試みた後次の結果を得た
PＨの高い状態でき)り可溶性珪酸分
は一部重合が進み，粒子の表面を珪
酸ダルで掩って終い此の層を遊離酸
が拡散して進み，内部に浸入し反応
を継続するものと思われる故粒子の
破壊が起らない限り一定時間反応が
進行するとその後の反応は極めて緩
慢になろう．
　　　　　総　　　　　括
　叙焼温度900°Ｃに達すると同時に
急冷して80吋ノツシュに粉砕した収
焼蛇紋岩に夫々６規定の純硫酸と塩
素を含有する僥硫酸を使用して反応
さし，その反応機構を調べた．又.反
応物より可溶性珪酸ノルと未反応残
　１．取焼蛇紋岩と硫酸の反応は94°Ｃより自己反応黙を得て激烈な反応を開始し105°Ｃに達した．
此の温度で反応は３分乃至５分間継続して終了する．得られた珪酸／ルのＰＨは1～‘2の測定値
を得た・
　２．珪酸ノノ・はゲル化して後珪酸ダル並びに未反応残直中のＳ０４２-の回収率を求めた処，反応
時数５分で廃硫酸を使用したものが最高であった．
　３．硫酸反応の時数と生成珪酸ゲノ叫又量との関係を求めると反応時数５分の場合は10分7)ものよ
り又廃硫酸使用のものが収率は良い結果を得た．
　４．珪酸ゲル中に微量含有する鉄分7)脱鉄方法を調べ一知見を得た．
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　　　　　　　　　　　●’　　　SUMMARY
　Studies　on Utilization　of　Serpentine　　　ｌ
About　the　Dissolved　Silicic　Acid　on　Treating　of　Calcined
　　　　　　　　　　　Serpentineby Sulphuric Acid
　　　　　　　By　　Chiaki　SAKAMOTO
(Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｌｄ･ｏｒａtｏｒｙ、 Libeｒａｌ Ａｒtｓ Ｆａｃｕltタ、Ｋｏｃｈｉ Ｕｎｉｖｅｒｓitｙ)
９
　As soon as sarpsntine was calcined t0 900°Ｃ，it had to be cooled to room temperature.
Calcined serpentine was crushed t０８０inch mesh, being reacted by 6N･H2SO4 and waste
one contained some amount of cr, and the mechanism of its reaction was investigated.
　(1) After the temperature of calcined　serpentine was raised to above 94cC by H2SO4,
it reached １０５°Cby salf reaction, and continued t0 3－ 5 minutes, being vigorously reacted.
Then the PH value of silica sol, obtained by above mentioned reaction, was measured １－2.
　（2）Ｓ０４２’was abstracted from silica jelly (containing ７０ｍ０１０ｆ water t０.1 mol of
silica) obtained by gelatinizing silica Ｓ０１and residues. and the percentage of this abst-
faction was maximum value on ５ minutes of reacting time by waste H2SO4.
　図　Judging from the relations between the reacted time and the weight of dried silica
gel, good result was obtained, when calcined serpentine was reacted with waste H2SO4
for 5－10 minutes.
　（４）Ｔｈｅmethod of complete　removal 0f iron in silica jelly containing ａ small amount
of ferrous ion, was studied and gained to ａ certain knowledge.
(Received September 28，1966)
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